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お・も・て・那須手形

７施設の温泉が無料

日
本
遺
産

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

華族の別荘など歴史遺産が多数
那須野が原開拓の物語

那
須
疏
水
の
価
値

世
界
的
に
評
価
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那
須
塩
原
市（
塩
原
、黒
磯
、

西
那
須
野
）
や
大
田
原
市
、
矢

板
市
、
那
須
町
、
塩
谷
町
の
観

光
情
報
を
網
羅
し
て
い
る
の
が

「
お
・
も
・
て
・
那
須
手
形
」

で
、
こ
れ
１
冊
あ
れ
ば
、
６
市

町
の
旅
が
充
実
し
そ
う
だ
。

　
何
と
い
っ
て
も
温
泉
。
豊
富

な
湯
量
と
さ
ま
ざ
ま
な
泉
質
が

自
慢
の
土
地
柄
で
、
那
須
手
形

を
提
示
す
る
と
、

施
設
の
う

ち
７
施
設
の
温
泉
を
無
料
で
楽

し
め
る
（
１
人
１
施
設
１
回
の

み
）
ほ
か
、
入
浴
料
の
割
り
引

き
な
ど
も
あ
る
。

　
旅
の
楽
し
み
と
い
え
ば
そ
の

土
地
な
ら
で
は
の
食
事
。
那
須

手
形
に
は
有
名
店
か
ら
雑
誌
な

ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

名
店
ま
で
載
っ
て
お
り
、
好
み

の
食
事
処
を
探
そ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
見
ど
こ
ろ
や
土

産
物
店
な
ど
も
掲
載
し
て
お

り
、
何
と
１
４
３
施
設
で
割
り

引
き
や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
。

　
定
価
１
０
８
０
円
（
税
込

み
）。旅
館
・
ホ
テ
ル
の
ほ
か
、

土
産
物
店
、
道
の
駅
、
観
光
施

設
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

　
那
須
塩
原
に
新
た
な
観
光
資
源
が
誕
生
し

た
。
「
日
本
遺
産
」
と
な
っ
た
、
栃
木
県
北

部
に
広
が
る
日
本
最
大
級
の
扇
状
地
「
那
須

野
が
原
」
、
そ
し
て
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺

産
で
、日
本
三
大
疏
水
の
一
つ「
那
須
疏
水
」

だ
。
こ
こ
で
は
そ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

▶
那
須
高
原
に
広
が
る
広
大
な

牧
草
地

空から見た旧青木家那須別邸（国重文）

　　乃木希典那須野旧宅

大山別邸（現・大山記念館洋館）

　　　松方別邸 旧塩原御用邸新御座所の廊下（現・天皇の間記念公園）

　
那
須
疏
水
旧
取
水
施
設
（
国
重
文
）

　
　
　
　
現
在
の
西
岩
崎
頭
首
工

　　西郷従道を祀る西郷神社　山縣別邸（現・山縣有朋記念館）

◀
日
本
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
日
本
遺
産
は
地
域
の
有
形
、
無

形
の
文
化
財
を
テ
ー
マ
で
ま
と
め

て
、
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て

発
信
す
る
も
の
で
、
現
在
、

件

が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
遺
産
で
あ
る
「
明
治
貴
族

が
描
い
た
未
来
～
那
須
野
が
原
開

拓
浪
漫
譚
～
」
は
、
那
須
塩
原
、

大
田
原
、
矢
板
、
那
須
の
４
市
町

が
共
同
申
請
し
、
今
年
５
月
に
認

定
さ
れ
た
。
明
治
期
の
華
族
農
場

に
よ
る
那
須
野
が
原
開
拓
の
物
語

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

　
那
須
野
が
原
は
那
珂
川
と
箒
川

に
囲
ま
れ
た
約
４
万
㌶
の
扇
状

地
。
そ
の
う
ち
約
１
万
㌶
は
、
約

１
４
０
年
前
ま
で
人
の
住
め
な
い

荒
野
だ
っ
た
。
明
治
政
府
の
殖
産

興
業
政
策
の
下
、
政
府
の
要
職
だ

っ
た
華
族
ら
が
私
財
を
投
じ
大
規

模
な
開
拓
に
乗
り
出
し
、
今
日
の

礎
を
築
い
た
歴
史
が
評
価
さ
れ
、

日
本
遺
産
認
定
と
な
っ
た
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
の
は


の
文
化
財
で
、
そ
の
う
ち

が

那
須
塩
原
市
に
あ
る
。
「
こ
れ
ら

を
巡
る
と
近
代
日
本
黎
明
期
の
熱

気
と
、
そ
れ
を
け
ん
引
し
た
華
族

た
ち
の
足
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
」と
那
須
塩
原
市
観
光
局
。

　
青
木
周
蔵
や
大
山
巌
、
山
縣
有

朋
な
ど
日
本
の
歴
史
を
動
か
し
た

人
物
に
関
連
し
た
施
設
が
多
い
の

が
特
徴
。

　
例
え
ば
、
国
重
文
の
「
旧
青
木

家
那
須
別
邸
」
は
那
須
野
が
原
に

展
開
さ
れ
た
華
族
農
場
に
お
け
る

別
荘
文
化
を
象
徴
す
る
ド
イ
ツ
様

式
の
建
物
。１
８
８
８（
明
治

）

年
に
建
築
さ
れ
、
１
９
０
９
（
明

治

）
年
の
大
規
模
増
築
工
事
を

経
て
ほ
ぼ
現
在
の
姿
に
な
っ
た
。

子
爵
・
青
木
周
蔵
は
別
荘
を
訪
れ

る
際
、
黒
磯
駅
か
ら
馬
車
で
向
か

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
東
京
ド
ー
ム
１
７
８
個
分
と
い

う
広
大
な
土
地
で
乳
牛
約
５
０
０

頭
を
飼
育
し
て
い
る
の
が
千
本
松

牧
場
で
、
明
治
の
元
勲
・
松
方
正

義
が
開
墾
し
た
。
現
在
で
は
観
光

牧
場
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
。

　
日
本
遺
産
認
定
を
受
け
、
４
市

町
は
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
方
策

を
検
討
す
る
た
め
、
６
月
に
「
那

須
野
が
原
開
拓
日
本
遺
産
活
用
推

進
協
議
会
」
を
設
立
。
会
長
に
は

君
島
寛
市
長
が
就
任
し
た
。現
在
、

観
光
振
興
な
ど
に
ど
う
生
か
す

か
、
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い

る
。

　
「
那
須
疏
水
」
の
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
登
録
は
、
昨
年

月

に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
開
か
れ
た

国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
（
Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｄ
）の
理
事
会
で
決
ま
っ
た
。

　
那
須
疏
水
は
日
本
三
大
疏
水
の

一
つ
で
、
他
二
つ
は
安
積
疏
水

（
福
島
県
）
と
琵
琶
湖
疏
水
（
京

都
府
）
。

　
不
毛
の
土
地
だ
っ
た
那
須
野
が

原
の
農
業
振
興
を
図
る
た
め
に
、

卓
越
し
た
土
木
技
術
に
よ
り
開
削

さ
れ
た
か
ん
が
い
施
設
で
、
現
在

約
２
６
０
０
㌶
の
田
畑
を
潤
し
、

地
域
の
食
料
生
産
、
農
業
農
村
な

ど
の
地
域
経
済
発
展
に
大
き
く
貢

献
。

　
ま
た
、
洪
水
防
止
、
防
火
用
水

機
能
な
ど
の
発
揮
や
那
須
塩
原
市

お
よ
び
大
田
原
市
の
生
活
用
水
と

し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

　
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
は
、

歴
史
あ
る
か
ん
が
い
施
設
を
適
切

に
保
全
す
る
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
が

認
定
・
登
録
す
る
。
建
設
か
ら
１

０
０
年
以
上
経
過
し
、
か
ん
が
い

農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
も
の
、

卓
越
し
た
技
術
に
よ
り
建
設
さ
れ

た
も
の
な
ど
、歴
史
的
、技
術
的
、

社
会
的
価
値
の
あ
る
か
ん
が
い
施

設
が
認
定
・
登
録
の
対
象
と
な
る
。

ち
な
み
に
、

年
度
末
時
点
の
登

録
件
数
は
世
界

カ
国
・

件
で
、

日
本
が

件
と
最
も
多
い
。
次
い

で
、
中
国
の

件
、
韓
国
の
４
件

な
ど
。

　
農
林
水
産
省
は
登
録
に
よ
り

「
活
用
・
保
存
方
法
の
蓄
積
、
研

究
者
や
一
般
市
民
へ
の
教
育
機
会

の
提
供
、
か
ん
が
い
施
設
を
核
と

し
た
地
域
づ
く
り
へ
の
活
用
な
ど

が
期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。




